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旭ケ丘団地

　　分譲住宅募集”
　新潟県住宅供給公社では、つぎのとおり分

譲住宅を募集します。

募集期間　8月2日～12目

分譲方法　住宅展示会で建売です。（住宅引渡

　しは9月の予定）

分譲戸数　17戸（木造2階建）

受付要領　8月2目～4日までの申し込みで

　一応締切り決定します。この場合、同一の

　住宅に2名以上の申し込みがあった住宅は

　8月5目に公開抽せんで決定します。

融資　分譲住宅の購入には住宅金融公庫融資

　と公社補足立替制度の2つの融資がありま

　す。この制度を利用することによって自己

　資金は79万円から求められます。

詳細は、市・開発課（饗7－3111内線227）ま

たは、新潟県住宅供給公社分譲課（80252

（66）0184）へ。
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付
時
間
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名
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象
者

参
集
区
域

備
　
　
考

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
1
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時
半

十
日
町
公
民
館

52

年
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

つし改
⊆

だくでいおは方の月当該もてくなが知通人個（

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
　
検
　
診

8
月
2
2
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
1
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

53

年
4
月

生
れ
の
者

全
　
域

3
歳
児
検
診

8
月
2
3
日

　
（
水
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午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
2
月

生
れ
の
者

全
　
域

育
児
相
談

8
月
2
9
日

　
（
火
）

午
後
1
時
半

　
～
　
4
時

十
日
町
公
民
館

53
年
2
月

～
3
月
生

れ
の
者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

『
6
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
｝

…
　
　
　
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

㎜
1
3
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

．
　
　
　
　
8
2
の
3
2
6
9
番
一

㎜
2
0
日
中
条
病
院
（
北
原
）
　
…

…
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番
…

…
2
7
日
大
島
医
院
（
川
原
町
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…

…
　
　
　
　
面
2
の
2
9
5
7
番
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⊆
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⊆
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⊆
⊃
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⊃
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催
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町
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婦
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と
し
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お
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催
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。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
　
健
康
な
よ
い
子
を
産
む
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
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七
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十
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午
後
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四
階
ホ
ー
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本
家
族
計
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協
会
指
導
員
）

ゆすり

ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

　
◆
七
月
十
五
日
ま
で
の
受
付
分
　
　
（
希
望
者
は
衛
役
所
繭
工
繰
内
溝
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
み
て
く
だ
さ
い
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名

規
格

希
望
優
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品
　
　
　
名

規
絡

希
墾
儀
絡

オ
ガ
サ
カ
ス
ギ
ー
曾
》

．
中
　
古

三
万
五
千
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

中
古

不
　
胴

ブ
ラ
ザ
ー
編
纂
嫁
）

（
か
せ
く
り
・
憲
肇
搬
付
V

〃

三
万
円

五
歳
女
子
絹
禽
転
輩

”

三
千
円

ベ
ビ
ー
パ
ス
ヨ
ン
ビ
ラ
ッ
ク

歩
行
器
・
手
お
し
車

〃

芳
五
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

彪

｝
万
円

ニ
ッ
サ
ン
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
　
一
六
〇
〇
㏄

ガ

玉
万
円

躍

〃

一
万
湾

木
製
す
べ
り
台

却

千
玉
百
円

鍵

〃

五
苧
用

食
堂
風
テ
ー
ブ
ル
・

イ
ス
（
四
輝
）

〃

三
千
鍔

か

〃

一
万
湾

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

躍

三
千
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

〃

一
万
円

子
供
馬
自
転
車

〃

不
　
明

焼
鞠
め
陳
列
だ
な

〃

相
談
で

グ
ロ
ー
ブ
。
ミ
ッ
ト

（
1
憂
ー
ム
分
）

〃

一
個
千
円
で

女
子
野
球
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た

用
具
を
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
！

　
十
日
町
中
学
校
の
二
年
生
十
一
名

が
女
子
野
球
の
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し

た
。
チ
ー
ム
の
名
前
は
「
ヤ
ン
チ
ャ

ー
ズ
（
中
村
て
る
み
主
将
）
」

　
十
一
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
四
百
円

づ
つ
お
こ
ず
か
い
を
出
し
あ
っ
て
、

用
具
を
そ
ろ
え
て
ま
す
が
足
り
ま
せ

ん
。
グ
ロ
ー
ブ
、
バ
ッ
ト
、
ミ
ツ
ト

等
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
。
連
絡
先
は

中
村
税
理
事
務
所
（
8
七
－
八
四
八

二
）
か
市
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ

～午後3時と　き　8月1日⑳／午前

ところ　中条公民館大井田

と　き　8月3日㊥／午前10時～午後3時

ところ　厚生連中条病院

と　き　8月4日⑥／午前10時～午後3時

ところ　十目町市役所

．明日といわず今献血しましょう一

　砂磁
盈rお』6創匿豊

8／25
　　口34号口

編集発行／十日町市役所（電話（代〉7－3111）笛月25日（1部6円）

○
－

：
と
し
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
・
・

受
益
者
負
担
金
制
度

　
快
適
で
文
化
的
な
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
、
下
水
道
の
整
備

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
の
下
水
道
基
本
計
画
で
は
、
七

百
二
十
五
診
（
対
象
人
口
三
万
六
千

人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
一
期

計
画
は
、
市
の
中
心
部
、
百
四
十
八

診
（
人
口
九
千
五
百
人
）
の
区
域
を

対
象
と
し
、
四
十
九
年
か
ら
事
業
に

着
手
し
、
総
事
業
費
九
十
一
億
円
を

か
け
て
五
十
八
年
か
ら
一
部
処
理
開

始
の
予
定
で
す
。

●
受
益
者
負
担
金
制
度

　
下
水
道
施
設
は
、
道
路
や
公
園
な

下水道事業説明会日程

ど
と
比
べ
て
、
利
益
を
受
け
る
の
は

処
理
区
域
の
皆
さ
ん
に
限
ら
れ
、
全

市
域
の
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
税
金

だ
け
で
賄
う
と
す
る
と
税
負
担
の
公

平
を
欠
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
市
で
は
「
十
日
町
市
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
」
を
制

定
し
、
受
益
者
負
担
金
制
度
を
採
用

し
て
い
ま
す
。

●
受
益
者
と
は

　
下
水
道
の
処
理
区
域
内
に
あ
る
す

べ
て
の
土
地
の
所
有
者
が
受
益
者
と

な
り
ま
す
。
そ
の
土
地
が
地
上
権
、

質
権
、
ま
た
は
使
用
貸
借
も
し
く
は

－
○賃

貸
借
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
場
合

は
、
こ
れ
ら
の
方
が
受
益
者
と
な
り

ま
す
。
単
な
る
借
家
人
（
一
般
の
借

家
人
、
社
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
市
営
住

宅
の
入
居
者
）
は
受
益
者
と
は
な
り

ま
せ
ん
。

●
負
担
金
は
い
く
ら
か

　
対
象
事
業
の
五
分
の
一
の
額
を
第

一
期
計
画
区
域
面
積
で
割
っ
て
得
た

額
が
一
平
方
材
当
り
の
負
担
金
と
な

り
ま
す
。

溜業
働

事
職

総
緬

例

　　　×

（負　担　率）

　　1／5

（負担区の面積）

　1，480，000㎡

　　　　lI

（単位負担金額）

350円／㎡　1，155円ノ坪

月　日 会　　　場 参　集　区　域

8128㈱
粛　役　所 寿灯四，昭和町一

智　泉　寺 泉鳳撫贅糸屋酵

8129㈹
十日駐公民館 学校晦一譲下町東

智　療　寺 袋酵嵐昭和群鰍旭驚

8／3㈱
十日驚公畏館 学校財二，宮下町西

智　泉　寺 昭和驚二，昭穐訂三，七軒訂

8！31㈱
智　泉　寺 栄群講画驚二

愛宕幼稚賑 田中訂東，ヌ1源町

9／1働
農協福祉会館 高田町一，袋訂棄

囚ツ宮荘 本訂六の一

9／4（月1

農協橿祉会館 酉寺町，諏訪鳳神明町

四ツ宮荘 本駐六の三

9／5図

農協福祉会館 本訂二，衡ロ樋ロ酵、水野駐

四ツ宮荘 田中酵本通り

9／6㈱
蔚工編祉会鶴 本酵四，著富曜，轡中町西

四ツ宮荘 上川簿

9／7㈱ 薦工福短会館 駅通り、西浦駐西

9！8働 市　役　所 第1期欝颪区域外

　
　
二
百
三
十
平
方
材
（
約
七
十
坪
）

の
土
地
所
有
者
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
分
　
　
場

　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
　
。
会

　
　
　
　
　
　
　
　
時
す
の

　
　
　
　
　
　
　
　
2
ま
　
矧

米時間　8／28～9／7午後7時～8時

　　　9／8　　　午後1時30分～
※説明会は8月21日から始まってい

※該当する日に都合の悪い場合は、
　　　　　　　　　’
　においでください。

　
　
　
　
　
　
円

塑
甲
輿
細
課
輔
端
）

2
　
　
　
3
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
金
額
を
二
十
回
に
分
罰
し
、

五
年
間
（
一
年
に
四
回
）
で
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
負
担

金
の
納
付
に
は
、
前
納
報
奨
金
と
一

括
納
付
報
奨
金
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。

●
負
担
金
の
徴
収
猶
予

　
現
在
、
耕
作
中
の
農
地
、
山
林
は

申
請
に
よ
り
宅
地
と
し
て
使
用
で
き

る
と
認
め
ら
れ
る
ま
で
徴
収
猶
予
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
土
地
区
画
整
理

法
に
よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
を
完

了
し
た
土
地
に
つ
い
て
二
分
の
一
だ

け
五
年
間
徴
収
猶
予
と
な
り
ま
す
。

●
負
担
金
の
鴻
免

　
公
共
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
、
宗

教
法
人
施
設
、
そ
の
他
神
社
、
仏
閣

な
ど
の
土
地
、
お
よ
び
受
益
者
が
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担

金
は
減
免
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
、
下
水
道
課
管
理
係
（
魯

七
⊥
二
一
一
内
線
二
五
八
）
へ

＼

趨
，

鵜
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十
日
町
雪
ま
つ
り
も
来
年
で
三
十

回
を
迎
え
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
新
し
い

雪
ま
つ
り
を
創
造
す
る
た
め
に
、
雪

ま
つ
り
の
原
点
に
た
ち
、
市
民
総
参

加
の
ま
つ
り
を
め
ざ
し
て
、
あ
な
た

の
雪
ま
つ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、
ア

イ
デ
ア
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
行
事
を
見
た
い
と
思
い
ま

燭
噸

す
か
．
現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
事
に

つ
い
て
の
ご
意
見
で
も
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
で
も
結
構
で
す
。
素
直
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

応
募
方
法
　
あ
な
た
の
ご
意
見
を
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。
字
数
、
用
紙
等
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
商
工
課
内

第
三
十
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会

審締
査切

九
月
十
五
日

第
三
十
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

　　　　　　県　警　音　楽　隊

　　　二つの市中パレード
8月9日・11日と2つの市中パレードがありました。

最初に訪れたのは県警音楽隊。ベージュ色のスマー

トな制服姿の男子吹奏楽団員に、真赤なコスチュー

ムに身をっつんだカラーガールの総勢30人。

華麗に夏の交通安全運動期間の無事故を呼びかけて

いました。

11日に訪れたのはおなじみの天理高校吹奏楽団。バ

トンガールを先頭に、盛んな拍手を浴びていました。

　　　　　天理高校吹奏楽団
企
画
宣
伝
部
会

表
彰
　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
　
時
価
十

万
円
相
当
の
き
も
の
一
点

　
優
秀
賞
（
数
点
）
　
賞
金
五
千
円

発
表
　
十
月
上
旬
に
市
報
、
お
よ
び

地
元
新
聞
紙
上

　
応
募
い
た
だ
い
た
文
書
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
．
採
用
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア

は
雪
ま
つ
り
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
。

　
な
お
、
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、

八
月
十
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
よ
う
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
市
商
工
課
（
8

七
⊥
一
二
一
一
内
二
四
三
）
へ

　
　
　
　
　
　
　
、
、
懸
軌

　
　
“

　
　
細

勢
－　

，
轍
墾
勲
ε
縢

一万通行になります
　　　　　　本町～四日町間

　国道117号線の本町～四日町間で跨線橋

橋脚工事のため車輔一方通行を行い・左図

のとおり迂回通行となりますのでご協力く

ださい。

◆制限期間　53年9月1目～53年11月30日
◆制限内容　一方通行（除：自転車、歩行者）

◆迂回路　主要迂回路一
　　　　　　　　（左図のとおり）

ゆ道路を美しくしましょう鯛

躍　道路はみんなの財産です。広く美し

　く安全に使いましょう。

質　歩道を商品、広告物、自転車などの

置場にしないでぐださい。

圏　駐車違反はやめましょう。

至川口

一方通行規制箇所図

　　z

的
ノ
ノ
1

前
通
り

“至小千谷、

　　　　　　　つ
か
い

毒［［轟

　　　　一方通行箇所

／交番

、処＝

十日町駅
　幻

ノ4

／

ヲ騨．

（国鉄飯山線）

市道・　町西線
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第
四
回
市
民
芸
能
祭
（
後
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
団
体
募
集
〃

　
市
公
民
館
で
は
、
第
四
回
市
民
芸

能
祭
の
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
文
化

的
気
運
を
さ
ら
に
も
り
あ
げ
る
た
め
、

公
民
館
が
ホ
ー
ル
を
無
料
で
提
供
し

芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動

の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
表
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
は
、
音
楽
、
演
劇
、
民
踊
（
謡
）

な
ど
公
民
館
ホ
ー
ル
で
発
表
の
で
き

る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

で
す
。

申
込
み
は
九
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
十

日
町
市
公
民
館
（
8
七
圭
。
＝
）
へ

　
　
　
　
N
H
K
新
潟
放
送
局
で

禰
　
は
ぎ
た
る
＋
月
三
晶

鎌
懲

講
欝
午
後
六
時
半
か
ら
、
小
千

饗
繋
谷
市
民
会
館
で
「
昆
謡
の

癒
懸
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画
を

鱒
攣
施
す
－
－
－
に
　

　
　
　
　
そ
の
出
場
者
を
募
集
し
て

翻
灘
い
ま
す
．

譲
捌
　
　
出
場
申
込
方
法
は
、
は

難　
　
　
　
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
職

業
、
電
話
番
号
、
曲
名
を
記
入
し
て

九
月
十
五
日
ま
で
に
、
〒
九
五
〇

新
潟
市
弁
天
一
丁
目
　
N
H
K
新
潟

放
送
局
「
民
謡
の
ど
自
慢
」
係
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
曲
は

県
内
の
民
謡
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
公
開
録
画
の
入
場
希

望
者
も
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
入
場
希

望
」
と
書
い
て
、
九
月
十
五
日
ま
で

に
係
あ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

若
い
し
ょ
の
運
動
会
に

　
　
　
　
　
　
全
員
集
合

　
第
六
回
「
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会
」

が
、
九
月
十
日
、
十
日
町
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
　
“
秋
空
の
下
、
十
日
町

の
若
者
が
一
堂
に
集
い
、
身
体
を
動

か
し
、
語
り
あ
い
、
楽
し
い
一
日
を

す
ご
そ
う
”
を
合
言
葉
に
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
中
心
に
気
軽
に

参
加
で
き
る
競
技
を
用
意
し
て
い
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　苛　　　　　　　　　　　　駿　　　　　　　　　し　　　　　　　ぴ　　　　　璽　　　層竈

・なさんかρ）積極的にご協力いただいて資料も着々と

誌されています。今回は、館の中に設置される民家の

5の用具類、及び、屋内・屋外に配置される作業中の

ワ模型の服装などを中心にご協力ください。

こお、時代の設定は、大正年代としています。

民家の内部で必要なもの
・ジリ・カマド（据えつけ用）・重棚（高さ1間くC）い）

『・鉄鍋及びフタ・つば釜・ムシ・・十能・ワタシ・

＝リ（柄のっいた茶ホージ用具）・茶道具（急須・茶ワン

1）・イスス（上下揃ったもの）・鋸・錠など・箕（竹・

建）・米俵（サッパイシ付）・柱時計・床ノ間の掛軸・ワ

＝事用のハサミ・ミノ作り用具（ミノクビなど）・ゴザ

のヒ・苧積み用のヘソゲ・ツム・ツム皿・カセ枠・

ミ道具（ヘダイ）・状差し・火の用心札・神、仏のお札・

睾様の札・暦・絵紙・薬袋・和蝋（・一ソク及び燃えた

ゴとる用具）・ヒョーソク・アカリショージ・チョーチ

ブラ・弓張・小田原などで紙のついているもの）・石油

・プのカサ

服装類
く正初年ごろの冬、2月末から3月初旬。

ンラグツを作る男の老人（60歳位）

ご着・長着（綿入ノノコ・袖は手首を細くしたモジリ

ミたは筒袖、日常着）・サシコ帯・前掛・手拭・首巻・

くコ入れ（箱形かツボ形またはドーラン）・キセル

アラを叩く中年の男性（40歳位）

ぐ着（または当時にふさわしいシャツ）・帯甲（サシコ）

ナウ子供、小学3年位の男子
、綿入長着、帯（三尺）

みする女の老人（60歳位）

・下着・長ノノコ（モジリ袖）・前掛・ワタコ・手拭

リバタを織る30歳代の女性

・下着・長着（筒袖）・帯・前掛・タスキ

　
着
の
長
織
長
性

　
　
　
　
　
　
　
男
け

子
入
る
着
タ
着
る
か
入
揺

　
　
　
　
　
　
下
す
甲
に
を

　
　
　
　
　
　
　
み

を
着
積
巻
ザ
巻
踏
甲
グ
グ
遊
装

・甲かけ・カンジキ（ワラ縄でッバイたもの）

ラに入った幼児（1～2歳の女児）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤラを揺する棒、幼児を包むフトンなど、幼児をあ

具（ガラガラなど）

については、時代的に不明な点が多く苦慮してい

麟
購
な
◎
キ
繕
贔
麟
晶
難
勃
◎
疹
下
燃
つ
下
驚
下
叢
犠
嘆
り
．
篤
封
謹
川
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

料のご提供をお願いするとともに、その点について

教示ください。
関係の道具・舟道具に！∫いても引きっづきお願いし

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

　
一
般
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
日
（
日
）
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
四
時

会
場
　
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

雨
天
の
場
合
は
同
校
屋
内
体
育
館

参
加
費
　
一
人
三
百
円

主
催
　
第
六
回
若
い
し
ょ
の
大
運
動

会
実
行
委
員
会

　
お
問
い
合
せ
は
、
尾
身
伝
吉
（
8

七
ー
〇
六
二
六
）
、
小
林
隆
（
8
二

－
二
六
五
二
）
へ

高
橋
健
一
君
（
＋
小
六
年
）
入
選

　
　
冒
国
の
生
活
作
文
で

　
全
国
特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
会

（
会
長
十
日
町
市
長
春
日
由
三
）
で
募

集
し
て
い
た
「
雪
国
の
生
活
」
に
関

す
る
作
文
に
、
十
日
町
小
学
校
六
年

高
橋
健
一
君
の
「
雪
と
道
路
」
が
み

ご
と
に
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
六
百
七
十
四
点
、
市
内
か

ら
四
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
駄

　
　
　
　
⑫

　
　
む
プ漸

　
　
汝

も
歩
ρ
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十
日
町
雪
ま
つ
り
も
来
年
で
三
十

回
を
迎
え
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
委
員
会
で
は
、
新
し
い

雪
ま
つ
り
を
創
造
す
る
た
め
に
、
雪

ま
つ
り
の
原
点
に
た
ち
、
市
民
総
参

加
の
ま
つ
り
を
め
ざ
し
て
、
あ
な
た

の
雪
ま
つ
り
に
対
す
る
ご
意
見
、
ア

イ
デ
ア
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
雪
ま
つ
り
に
参
加
す
る

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
行
事
が
あ
っ

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ど

の
よ
う
な
行
事
を
見
た
い
と
思
い
ま

燭
噸

す
か
．
現
在
行
わ
れ
て
い
る
行
事
に

つ
い
て
の
ご
意
見
で
も
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
で
も
結
構
で
す
。
素
直
な
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
．

応
募
方
法
　
あ
な
た
の
ご
意
見
を
で

き
る
だ
け
具
体
的
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。
字
数
、
用
紙
等
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

応
募
先
　
十
日
町
市
役
所
商
工
課
内

第
三
十
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
委
員
会

審締
査切

九
月
十
五
日

第
三
十
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

　　　　　　県　警　音　楽　隊

　　　二つの市中パレード
8月9日・11日と2つの市中パレードがありました。

最初に訪れたのは県警音楽隊。ベージュ色のスマー

トな制服姿の男子吹奏楽団員に、真赤なコスチュー

ムに身をっつんだカラーガールの総勢30人。

華麗に夏の交通安全運動期間の無事故を呼びかけて

いました。

11日に訪れたのはおなじみの天理高校吹奏楽団。バ

トンガールを先頭に、盛んな拍手を浴びていました。

　　　　　天理高校吹奏楽団
企
画
宣
伝
部
会

表
彰
　
最
優
秀
賞
（
一
点
）
　
時
価
十

万
円
相
当
の
き
も
の
一
点

　
優
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（
数
点
）
　
賞
金
五
千
円

発
表
　
十
月
上
旬
に
市
報
、
お
よ
び

地
元
新
聞
紙
上

　
応
募
い
た
だ
い
た
文
書
は
お
返
し

し
ま
せ
ん
．
採
用
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア

は
雪
ま
つ
り
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す
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な
お
、
雪
ま
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り
委
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会
で
は
、
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月
十
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
よ
う
に
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を

募
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し
て
い
ま
す
。
ご
応
募
く
だ
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お
問
い
合
せ
は
、
市
商
工
課
（
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一
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一
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一万通行になります
　　　　　　本町～四日町間

　国道117号線の本町～四日町間で跨線橋

橋脚工事のため車輔一方通行を行い・左図

のとおり迂回通行となりますのでご協力く

ださい。

◆制限期間　53年9月1目～53年11月30日
◆制限内容　一方通行（除：自転車、歩行者）

◆迂回路　主要迂回路一
　　　　　　　　（左図のとおり）

ゆ道路を美しくしましょう鯛

躍　道路はみんなの財産です。広く美し

　く安全に使いましょう。

質　歩道を商品、広告物、自転車などの

置場にしないでぐださい。

圏　駐車違反はやめましょう。

至川口
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第
四
回
市
民
芸
能
祭
（
後
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
団
体
募
集
〃

　
市
公
民
館
で
は
、
第
四
回
市
民
芸

能
祭
の
参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
年
々
高
ま
っ
て
き
て
い
る
文
化

的
気
運
を
さ
ら
に
も
り
あ
げ
る
た
め
、

公
民
館
が
ホ
ー
ル
を
無
料
で
提
供
し

芸
能
団
体
、
グ
ル
ー
プ
の
日
常
活
動

の
成
果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
表
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て

い
ま
す
。

　
対
象
は
、
音
楽
、
演
劇
、
民
踊
（
謡
）

な
ど
公
民
館
ホ
ー
ル
で
発
表
の
で
き

る
ア
マ
チ
ュ
ア
の
団
体
、
グ
ル
ー
プ

で
す
。

申
込
み
は
九
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
十

日
町
市
公
民
館
（
8
七
圭
。
＝
）
へ

　
　
　
　
N
H
K
新
潟
放
送
局
で

禰
　
は
ぎ
た
る
＋
月
三
晶

鎌
懲

講
欝
午
後
六
時
半
か
ら
、
小
千

饗
繋
谷
市
民
会
館
で
「
昆
謡
の

癒
懸
ど
自
慢
」
の
公
開
録
画
を

鱒
攣
施
す
－
－
－
に
　

　
　
　
　
そ
の
出
場
者
を
募
集
し
て

翻
灘
い
ま
す
．

譲
捌
　
　
出
場
申
込
方
法
は
、
は

難　
　
　
　
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
職

業
、
電
話
番
号
、
曲
名
を
記
入
し
て

九
月
十
五
日
ま
で
に
、
〒
九
五
〇

新
潟
市
弁
天
一
丁
目
　
N
H
K
新
潟

放
送
局
「
民
謡
の
ど
自
慢
」
係
あ
て

に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
曲
は

県
内
の
民
謡
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
公
開
録
画
の
入
場
希

望
者
も
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
入
場
希

望
」
と
書
い
て
、
九
月
十
五
日
ま
で

に
係
あ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

若
い
し
ょ
の
運
動
会
に

　
　
　
　
　
　
全
員
集
合

　
第
六
回
「
若
い
し
ょ
の
大
運
動
会
」

が
、
九
月
十
日
、
十
日
町
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
今
年
は
、
　
“
秋
空
の
下
、
十
日
町

の
若
者
が
一
堂
に
集
い
、
身
体
を
動

か
し
、
語
り
あ
い
、
楽
し
い
一
日
を

す
ご
そ
う
”
を
合
言
葉
に
、
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
種
目
を
中
心
に
気
軽
に

参
加
で
き
る
競
技
を
用
意
し
て
い
ま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　　　C

　　　　　　　　　　　　　　　苛　　　　　　　　　　　　駿　　　　　　　　　し　　　　　　　ぴ　　　　　璽　　　層竈

・なさんかρ）積極的にご協力いただいて資料も着々と

誌されています。今回は、館の中に設置される民家の

5の用具類、及び、屋内・屋外に配置される作業中の

ワ模型の服装などを中心にご協力ください。

こお、時代の設定は、大正年代としています。

民家の内部で必要なもの
・ジリ・カマド（据えつけ用）・重棚（高さ1間くC）い）

『・鉄鍋及びフタ・つば釜・ムシ・・十能・ワタシ・

＝リ（柄のっいた茶ホージ用具）・茶道具（急須・茶ワン

1）・イスス（上下揃ったもの）・鋸・錠など・箕（竹・

建）・米俵（サッパイシ付）・柱時計・床ノ間の掛軸・ワ

＝事用のハサミ・ミノ作り用具（ミノクビなど）・ゴザ

のヒ・苧積み用のヘソゲ・ツム・ツム皿・カセ枠・

ミ道具（ヘダイ）・状差し・火の用心札・神、仏のお札・

睾様の札・暦・絵紙・薬袋・和蝋（・一ソク及び燃えた

ゴとる用具）・ヒョーソク・アカリショージ・チョーチ

ブラ・弓張・小田原などで紙のついているもの）・石油

・プのカサ

服装類
く正初年ごろの冬、2月末から3月初旬。

ンラグツを作る男の老人（60歳位）

ご着・長着（綿入ノノコ・袖は手首を細くしたモジリ

ミたは筒袖、日常着）・サシコ帯・前掛・手拭・首巻・

くコ入れ（箱形かツボ形またはドーラン）・キセル

アラを叩く中年の男性（40歳位）

ぐ着（または当時にふさわしいシャツ）・帯甲（サシコ）

ナウ子供、小学3年位の男子
、綿入長着、帯（三尺）

みする女の老人（60歳位）

・下着・長ノノコ（モジリ袖）・前掛・ワタコ・手拭

リバタを織る30歳代の女性

・下着・長着（筒袖）・帯・前掛・タスキ

　
着
の
長
織
長
性

　
　
　
　
　
　
　
男
け

子
入
る
着
タ
着
る
か
入
揺

　
　
　
　
　
　
下
す
甲
に
を

　
　
　
　
　
　
　
み

を
着
積
巻
ザ
巻
踏
甲
グ
グ
遊
装

・甲かけ・カンジキ（ワラ縄でッバイたもの）

ラに入った幼児（1～2歳の女児）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤラを揺する棒、幼児を包むフトンなど、幼児をあ

具（ガラガラなど）

については、時代的に不明な点が多く苦慮してい

麟
購
な
◎
キ
繕
贔
麟
晶
難
勃
◎
疹
下
燃
つ
下
驚
下
叢
犠
嘆
り
．
篤
封
謹
川
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

料のご提供をお願いするとともに、その点について

教示ください。
関係の道具・舟道具に！∫いても引きっづきお願いし

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
．

　
一
般
の
方
の
参
加
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

日
時
　
九
月
十
日
（
日
）
午
前
八
時

三
十
分
～
午
後
四
時

会
場
　
十
日
町
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

雨
天
の
場
合
は
同
校
屋
内
体
育
館

参
加
費
　
一
人
三
百
円

主
催
　
第
六
回
若
い
し
ょ
の
大
運
動

会
実
行
委
員
会

　
お
問
い
合
せ
は
、
尾
身
伝
吉
（
8

七
ー
〇
六
二
六
）
、
小
林
隆
（
8
二

－
二
六
五
二
）
へ

高
橋
健
一
君
（
＋
小
六
年
）
入
選

　
　
冒
国
の
生
活
作
文
で

　
全
国
特
別
豪
雪
地
帯
市
町
村
協
会

（
会
長
十
日
町
市
長
春
日
由
三
）
で
募

集
し
て
い
た
「
雪
国
の
生
活
」
に
関

す
る
作
文
に
、
十
日
町
小
学
校
六
年

高
橋
健
一
君
の
「
雪
と
道
路
」
が
み

ご
と
に
佳
作
に
入
選
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
六
百
七
十
四
点
、
市
内
か

ら
四
十
三
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
駄

　
　
　
　
⑫

　
　
む
プ漸

　
　
汝

も
歩
ρ



、
へ
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、
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街頭献血にご1

・一蹴聡
不適格内訳男傷激交

　　　　　女傷麗交1

　　　献血車臼程
と　き　9月5目（火）

　　　　午前10時～12時

　　　　午後1時～3時

ところ十日町商工福祉会館前

■献血できる人
満16歳以上65歳未満の人。前回の採血かρ）

1ヵ月以上経過している人（献血手帳のある

人は持参してください）

一明日といわず今献血しましょう・

）

［
　
　
　
蓄

憾、．、

　
今
年
二
回
目
の
街
頭
献
血
を
、
九

月
五
目
（
火
）
、
午
前
十
時
～
三
時
ま

で
、
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前
で
行

い
ま
す
。

　
年
々
、
献
血
を
し
て
く
れ
る
人
は

増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
血
液
の
需

要
も
交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
輸
血

を
必
要
と
す
る
疾
病
の
増
加
な
ど
か

ら
、
年
々
十
音
位
づ
つ
増
え
て
お
り
、

い
つ
も
た
り
な
い
状
態
で
す
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
献
血
は
あ
な
た
の

　
　
　
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す

　
新
潟
県
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献

血
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
の
血
液

生
化
学
検
査
（
検
査
項
目
別
表
）
と

血
液
比
重
検
査
の
結
果
採
血
基
準
を

下
ま
わ
つ
た
人
（
希
望
者
）
の
貧
血

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
項

目
は
血
色
素
検
査
、
血
球
容
積
値
、

血液生化学検査項目
検　査　項　目 解　　　　　　　　　　　　説

心　や肝　に　く、その他の臓器にもある程度ふ
GOT（トラスアミ くまれる酵素でこれらの臓器が障害されると細胞

ナーゼ）
か‘）この酵素が出ていくため、血液中の量がふえ

ることがある。

腸、腎臓、脾臓などに分布しており、特に骨が新

ALP（アルカリフ 生されるところではその量が増し、妊娠のときも
多くなります。またこの酵素は肝臓から胆汁の中

オスフアターゼ） に排出されますので、胆汁の流れが悪くなるとき
も血液中の量がふえることがあります。
健康な人の血清蛋白量はほぼ一定ですが、病気な

TP・ALB・AIG どで栄養が悪くなると少なくなります。また血清

（総蛋白、アルブミ
蛋白は大きくアルブミン（A）とグロブリン（G）と

に分けられ、その割合（比）は健康な人ではある範

ン、A・G比） 囲に保たれていますが、病気によってはその割合

が変ってきます。

蛋白質は栄養素としてからだの中で利用されたあ
と、尿素となって腎臓から尿中に排出されます。

BUN（尿素・窒素） そこで、腎臓の働きが悪いと尿素が血液中にふえ
ますし、また、からだの中で蛋白質が多くこわれ

るようなときにもその量がふえます。
血液脂肪のなかの一つで、脂肪の多い食事を長期
間続けている人や肝臓、腎臓、膵臓、胆道などの

CHOL（コレステ 病気などのときにも、血液中のコレステロールの
量がふえることがあります。また、血液中のコレ

ロール） ステ・一ルが多くなると血管に変化がおこり、こ
れが原因の一つとなって血管系に関連した病気が
おこることもあります。

赤
血
球
数
の
三
項
目
で
す
．

　
血
液
生
化
学
検
査
で
異
常
の
あ
っ

た
人
と
貧
血
検
査
を
し
た
人
に
は
個

人
通
知
を
い
た
し
ま
す
．
献
血
者
全

員
の
検
査
結
果
も
一
ヵ
月
半
後
ぐ
ら

い
で
市
役
所
に
届
き
ま
す
の
で
、
検
査

結
果
を
、
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

献
血
手
帳
を
持
参
し
て
保
健
課
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。
四
月
～
六
月
の

献
血
分
ま
で
が
、
現
在
、
保
健
課
に

届
い
て
い
ま
す
。
（
※
個
人
の
秘
密
事

項
で
す
の
で
、
本
人
以
外
は
お
教
え

で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
手
帳
の
予
約
墓
桑
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
．
懸
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉛
皆
さ
ん
緯
広
く
莉
矯
し
懇
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
と
毎
　
榊
九
七
姦
年
版
の
手
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
に
い
が
た
」
を
発
行
ず
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
勢
、
そ
の
茅
約
募
集
を
行
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
裏
塗
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
嚢
㎜
蟹
“
の
皿
灘
臆
、
霜
役
辮
機
槻
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
ま
た
は
各
餓
藤
籏
（
吉
穣
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
、
六
箇
、
水
沢
）
へ
代
金
を
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
申
し
込
み
《
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
讐
織
期
　
馨
輔
帰
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
布
儀
格
　
謡
蕎
五
桑
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
期
聞
　
九
月
九
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
　
不
明
な
点
は
、
霜
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
課
（
魯
七
ー
三
二
．
融
内
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

皿
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ー
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
講

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

駅鵬伽崩鵬伽伽伽粥崩ゆ伽伽伽鵬伽伽ゆ伽⑳伽c
§　COOOOOOOOO
lひとくちメモ

§OoooOoocooOOO

l　選挙費用§

§　選挙に公正をきし、金のかからな
§
§い選挙を行うために、各種選挙ごと
§

§選挙区別に、選挙運動に要する費用
§

1として支出できる金額に制限がもう

1けられています。支出金額の制限額

1は、当該選挙に関する事務を管理す

1る選挙管理委員会が、その選挙の期

1日の公示または告示があったのち、

§　　　　　＿
§ただちに告不します。
§
§　出納責任者は、告示された制限額
§

き
　をこえて支出した場合は、刑罰に処

　せられるとともに、連座により当選

皇　人は当選を失うことになります。

G冷つ粥幽c冷つもゆつしレつし◆つ粥c冷つq肌冷つψつ伽一嶋冷つo肺瞭冷つ
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昭
和
五
十
三
年
度
第
一
回
危
険
物

取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種
及
び

丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五
の

規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た

は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
以

下
「
受
講
義
務
者
」
と
い
う
）
及
び

現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険

物
取
扱
者
。

　
　
施
ら

　
　
嘆
鵬

施
鴇

実
器

を
の
ン

　
　
ぎ
レ

習
っ
イ

　
　
　
、
サ

演
翫
碧

防
夢
肌

肖
消
た
ら

．
ン
季
の
知

季
附
．
葱

秋
蝉
物

　
　
市
れ
ま

　
　
　
　
さ
　
し

㊧
受
講
の
義
務
受
講
義
務
者
は

つ
ぎ
に
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
一
年
以
内
。

ω
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
目

か
ら
五
年
以
内
。

⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五

年
以
内
。

時
間
及
び
場
所
　
九
月
二
十
六
日
㈹

小
千
谷
市
民
会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

受
講
申
請
受
付
期
間
　
八
月
二
十
六

日
出
～
九
月
二
日
出
ま
で
（
受
講
申

請
書
は
、
消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
）

受
講
申
込
み
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
）

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

9
・
6
つ
・
6
9
・
6
つ
・
・
Q
つ
・
6
9
・
6
つ
・
6
0
…
Q
つ
2
Q
つ
・
6
つ
・
・
Q
9
・
6
9
・
・
Q
9
・
6
つ
・
虫
ワ
・
虫
ワ
：
Q
つ
・
史
ワ
・
6
つ
・
6
9
・
・
Q

分
譲
宅
地
募
集

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
（
市

開
発
課
）
で
は
、
島
（
十
日
町
）
地

内
に
造
成
中
の
住
吉
住
宅
団
地
の
宅

地
を
つ
ぎ
の
と
お
り
分
譲
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
八
区
画

住
吉
住
宅
団
地

区
画
面
積
　
百
九
十
三
～
二
百
四
十

五
平
万
メ
ー
ト
ル
。

分
譲
価
格
　
四
百
五
十
一
万
五
千
円

～
六
百
八
十
三
万
四
千
円
（
一
平
方

材
二
万
三
千
三
百
円
～
二
万
八
千
八

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

地　　区　　名 日　　時 場　　　　所

下　　　　　条
（第13・14分団）

8月27日㈲
8二30～

下条

総合グラウンド

十　　　日　　町
川　　　　　　治
（警・本・第1・

2・3・4分団）

9月2日（ガ

13二40～
西　小　学　校

六　　　　　箇
（第8分団）

9月10日（日）

8：30～ 六箇小学校

十　日　町山地
（第10分団）

9月9日団
　7二〇〇～

大池小学校
赤　倉　分　校

中　　　　　条
（第5・6・7分団）

10月22目（日）

　9：00～
中条小学校

吉』　　　　田
（第11・12分団）

10月22日（日）

　8：30～
吉田中学校

水　　　　　沢
甲
（
第 15・16・17分団）

10月22日（日）

　8二〇〇～ 水沢小学校

⊂譜騰藷、嵩⊃

十日町高等職業訓練校では、つぎの要項によ

和54年度の訓練生を募集します。

定員　工芸織物科・20名　染色工芸科・20名

ン科・20名（修業年限はいずれも1ヵ年）

資格　高卒以上の男女で色神正常の人

方法　9月1日～10月20日までに同校かもよ

定所に下記の書類を提出してください。

者…入校願書・職業相談票

者…入校願書・成績証明書・過去6ヵ月以内

診断書

選考●期日　10月31日㈹午後1時より●場所

高等職業訓練校●科目　現代国語、数学1・

恥
礁
徽
纏
灘
噸
溜
臨詳細は、県立十日町高等職業訓練校（学校町　8

7－1105）へお問い合せください。

百
円
）

応
募
資
格

・
市
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事
が
明
ら

　
か
な
人
。

・
同
居
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

・
昭
和
五
十
六
年
末
ま
で
に
住
宅
を

建
築
す
る
人
。

・
年
間
総
所
得
三
百
五
十
万
円
以
下

　
の
人
。

申
込
方
法
　
市
開
発
課
そ
な
え
つ
け

の
申
込
書
に
記
入
し
、
住
民
票
と
五

十
二
年
度
所
得
証
明
書
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
区
画
二
人

以
上
申
し
込
み
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

で
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
九
月
二
十
日
（
水
）
午

後
五
時

抽
せ
ん
日
　
九
月
二
十
五
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
市
役
所
で

　
詳
細
は
、
市
開
発
課
（
魯
七
－
三

一
一
一
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

台
隣
か

集
マ
ち

慰
い
壕
，
、
灘

マ
守
オ



、
へ
O
、
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街頭献血にご1

・一蹴聡
不適格内訳男傷激交

　　　　　女傷麗交1

　　　献血車臼程
と　き　9月5目（火）

　　　　午前10時～12時

　　　　午後1時～3時

ところ十日町商工福祉会館前

■献血できる人
満16歳以上65歳未満の人。前回の採血かρ）

1ヵ月以上経過している人（献血手帳のある

人は持参してください）

一明日といわず今献血しましょう・

）

［
　
　
　
蓄

憾、．、

　
今
年
二
回
目
の
街
頭
献
血
を
、
九

月
五
目
（
火
）
、
午
前
十
時
～
三
時
ま

で
、
十
日
町
商
工
福
祉
会
館
前
で
行

い
ま
す
。

　
年
々
、
献
血
を
し
て
く
れ
る
人
は

増
え
て
い
る
の
で
す
が
、
血
液
の
需

要
も
交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
輸
血

を
必
要
と
す
る
疾
病
の
増
加
な
ど
か

ら
、
年
々
十
音
位
づ
つ
増
え
て
お
り
、

い
つ
も
た
り
な
い
状
態
で
す
。

　
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
献
血
は
あ
な
た
の

　
　
　
健
康
管
理
に
も
役
立
ち
ま
す

　
新
潟
県
血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
献

血
し
て
い
た
だ
い
た
方
全
員
の
血
液

生
化
学
検
査
（
検
査
項
目
別
表
）
と

血
液
比
重
検
査
の
結
果
採
血
基
準
を

下
ま
わ
つ
た
人
（
希
望
者
）
の
貧
血

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
検
査
項

目
は
血
色
素
検
査
、
血
球
容
積
値
、

血液生化学検査項目
検　査　項　目 解　　　　　　　　　　　　説

心　や肝　に　く、その他の臓器にもある程度ふ
GOT（トラスアミ くまれる酵素でこれらの臓器が障害されると細胞

ナーゼ）
か‘）この酵素が出ていくため、血液中の量がふえ

ることがある。

腸、腎臓、脾臓などに分布しており、特に骨が新

ALP（アルカリフ 生されるところではその量が増し、妊娠のときも
多くなります。またこの酵素は肝臓から胆汁の中

オスフアターゼ） に排出されますので、胆汁の流れが悪くなるとき
も血液中の量がふえることがあります。
健康な人の血清蛋白量はほぼ一定ですが、病気な

TP・ALB・AIG どで栄養が悪くなると少なくなります。また血清

（総蛋白、アルブミ
蛋白は大きくアルブミン（A）とグロブリン（G）と

に分けられ、その割合（比）は健康な人ではある範

ン、A・G比） 囲に保たれていますが、病気によってはその割合

が変ってきます。

蛋白質は栄養素としてからだの中で利用されたあ
と、尿素となって腎臓から尿中に排出されます。

BUN（尿素・窒素） そこで、腎臓の働きが悪いと尿素が血液中にふえ
ますし、また、からだの中で蛋白質が多くこわれ

るようなときにもその量がふえます。
血液脂肪のなかの一つで、脂肪の多い食事を長期
間続けている人や肝臓、腎臓、膵臓、胆道などの

CHOL（コレステ 病気などのときにも、血液中のコレステロールの
量がふえることがあります。また、血液中のコレ

ロール） ステ・一ルが多くなると血管に変化がおこり、こ
れが原因の一つとなって血管系に関連した病気が
おこることもあります。

赤
血
球
数
の
三
項
目
で
す
．

　
血
液
生
化
学
検
査
で
異
常
の
あ
っ

た
人
と
貧
血
検
査
を
し
た
人
に
は
個

人
通
知
を
い
た
し
ま
す
．
献
血
者
全

員
の
検
査
結
果
も
一
ヵ
月
半
後
ぐ
ら

い
で
市
役
所
に
届
き
ま
す
の
で
、
検
査

結
果
を
、
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

献
血
手
帳
を
持
参
し
て
保
健
課
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。
四
月
～
六
月
の

献
血
分
ま
で
が
、
現
在
、
保
健
課
に

届
い
て
い
ま
す
。
（
※
個
人
の
秘
密
事

項
で
す
の
で
、
本
人
以
外
は
お
教
え

で
き
ま
せ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
県
民
手
帳
の
予
約
墓
桑
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
県
統
計
協
会
で
は
．
懸
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉛
皆
さ
ん
緯
広
く
莉
矯
し
懇
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
う
と
毎
　
榊
九
七
姦
年
版
の
手
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
に
い
が
た
」
を
発
行
ず
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
勢
、
そ
の
茅
約
募
集
を
行
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
裏
塗
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
嚢
㎜
蟹
“
の
皿
灘
臆
、
霜
役
辮
機
槻
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課
ま
た
は
各
餓
藤
籏
（
吉
穣
、
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
、
六
箇
、
水
沢
）
へ
代
金
を
添

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
て
申
し
込
み
《
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
讐
織
期
　
馨
輔
帰
中
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
領
布
儀
格
　
謡
蕎
五
桑
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
し
込
み
期
聞
　
九
月
九
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
他
　
不
明
な
点
は
、
霜
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
工
課
（
魯
七
ー
三
二
．
融
内
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

皿
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
ー
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
講

伽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選

駅鵬伽崩鵬伽伽伽粥崩ゆ伽伽伽鵬伽伽ゆ伽⑳伽c
§　COOOOOOOOO
lひとくちメモ

§OoooOoocooOOO

l　選挙費用§

§　選挙に公正をきし、金のかからな
§
§い選挙を行うために、各種選挙ごと
§

§選挙区別に、選挙運動に要する費用
§

1として支出できる金額に制限がもう

1けられています。支出金額の制限額

1は、当該選挙に関する事務を管理す

1る選挙管理委員会が、その選挙の期

1日の公示または告示があったのち、

§　　　　　＿
§ただちに告不します。
§
§　出納責任者は、告示された制限額
§

き
　をこえて支出した場合は、刑罰に処

　せられるとともに、連座により当選

皇　人は当選を失うことになります。

G冷つ粥幽c冷つもゆつしレつし◆つ粥c冷つq肌冷つψつ伽一嶋冷つo肺瞭冷つ
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昭
和
五
十
三
年
度
第
一
回
危
険
物

取
扱
者
講
習
会
（
甲
種
、
乙
種
及
び

丙
種
危
険
物
取
扱
者
講
習
）
が
、
つ

ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
　
消
防
法
第
十
三
条
の
五
の

規
定
に
よ
り
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま
た

は
取
扱
所
に
お
い
て
危
険
物
の
取
扱

作
業
に
従
事
す
る
危
険
物
取
扱
者
（
以

下
「
受
講
義
務
者
」
と
い
う
）
及
び

現
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し

て
い
な
い
が
受
講
を
希
望
す
る
危
険

物
取
扱
者
。

　
　
施
ら

　
　
嘆
鵬

施
鴇

実
器

を
の
ン

　
　
ぎ
レ

習
っ
イ

　
　
　
、
サ

演
翫
碧

防
夢
肌

肖
消
た
ら

．
ン
季
の
知

季
附
．
葱

秋
蝉
物

　
　
市
れ
ま

　
　
　
　
さ
　
し

㊧
受
講
の
義
務
受
講
義
務
者
は

つ
ぎ
に
定
め
る
期
間
内
に
講
習
を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ω
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
か
ら
一
年
以
内
。

ω
製
造
所
等
に
お
い
て
危
険
物
の
取

扱
作
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
前
四
年
以
内
に
免
状
の
交
付
を
受

け
て
い
る
場
合
は
、
免
状
交
付
の
目

か
ら
五
年
以
内
。

⑥
講
習
を
受
け
た
後
引
き
続
い
て
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

場
合
は
、
講
習
を
受
け
た
日
か
ら
五

年
以
内
。

時
間
及
び
場
所
　
九
月
二
十
六
日
㈹

小
千
谷
市
民
会
館
（
小
千
谷
市
土
川
）

受
講
申
請
受
付
期
間
　
八
月
二
十
六

日
出
～
九
月
二
日
出
ま
で
（
受
講
申

請
書
は
、
消
防
署
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
）

受
講
申
込
み
先
　
新
潟
県
総
務
部
消

防
防
災
課
危
険
物
係
（
〒
九
五
一
新

潟
市
学
校
町
通
一
番
町
）

講
習
手
数
料
　
千
六
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）

9
・
6
つ
・
6
9
・
6
つ
・
・
Q
つ
・
6
9
・
6
つ
・
6
0
…
Q
つ
2
Q
つ
・
6
つ
・
・
Q
9
・
6
9
・
・
Q
9
・
6
つ
・
虫
ワ
・
虫
ワ
：
Q
つ
・
史
ワ
・
6
つ
・
6
9
・
・
Q

分
譲
宅
地
募
集

　
十
日
町
地
域
土
地
開
発
公
社
（
市

開
発
課
）
で
は
、
島
（
十
日
町
）
地

内
に
造
成
中
の
住
吉
住
宅
団
地
の
宅

地
を
つ
ぎ
の
と
お
り
分
譲
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
八
区
画

住
吉
住
宅
団
地

区
画
面
積
　
百
九
十
三
～
二
百
四
十

五
平
万
メ
ー
ト
ル
。

分
譲
価
格
　
四
百
五
十
一
万
五
千
円

～
六
百
八
十
三
万
四
千
円
（
一
平
方

材
二
万
三
千
三
百
円
～
二
万
八
千
八

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

地　　区　　名 日　　時 場　　　　所

下　　　　　条
（第13・14分団）

8月27日㈲
8二30～

下条

総合グラウンド

十　　　日　　町
川　　　　　　治
（警・本・第1・

2・3・4分団）

9月2日（ガ

13二40～
西　小　学　校

六　　　　　箇
（第8分団）

9月10日（日）

8：30～ 六箇小学校

十　日　町山地
（第10分団）

9月9日団
　7二〇〇～

大池小学校
赤　倉　分　校

中　　　　　条
（第5・6・7分団）

10月22目（日）

　9：00～
中条小学校

吉』　　　　田
（第11・12分団）

10月22日（日）

　8：30～
吉田中学校

水　　　　　沢
甲
（
第 15・16・17分団）

10月22日（日）

　8二〇〇～ 水沢小学校

⊂譜騰藷、嵩⊃

十日町高等職業訓練校では、つぎの要項によ

和54年度の訓練生を募集します。

定員　工芸織物科・20名　染色工芸科・20名

ン科・20名（修業年限はいずれも1ヵ年）

資格　高卒以上の男女で色神正常の人

方法　9月1日～10月20日までに同校かもよ

定所に下記の書類を提出してください。

者…入校願書・職業相談票

者…入校願書・成績証明書・過去6ヵ月以内

診断書

選考●期日　10月31日㈹午後1時より●場所

高等職業訓練校●科目　現代国語、数学1・

恥
礁
徽
纏
灘
噸
溜
臨詳細は、県立十日町高等職業訓練校（学校町　8

7－1105）へお問い合せください。

百
円
）

応
募
資
格

・
市
に
住
民
登
録
を
有
す
る
人
。

・
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
事
が
明
ら

　
か
な
人
。

・
同
居
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

・
昭
和
五
十
六
年
末
ま
で
に
住
宅
を

建
築
す
る
人
。

・
年
間
総
所
得
三
百
五
十
万
円
以
下

　
の
人
。

申
込
方
法
　
市
開
発
課
そ
な
え
つ
け

の
申
込
書
に
記
入
し
、
住
民
票
と
五

十
二
年
度
所
得
証
明
書
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
一
区
画
二
人

以
上
申
し
込
み
の
場
合
は
、
抽
せ
ん

で
決
定
し
ま
す
。

申
込
期
限
九
月
二
十
日
（
水
）
午

後
五
時

抽
せ
ん
日
　
九
月
二
十
五
日
（
月
）

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
市
役
所
で

　
詳
細
は
、
市
開
発
課
（
魯
七
－
三

一
一
一
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

台
隣
か

集
マ
ち

慰
い
壕
，
、
灘

マ
守
オ
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十
日
町
・
中
魚
沼
調
理

師
会
の
主
催
で
、
第
七
回

食
卓
を
豊
か
に
す
る
料
理

展
が
開
催
さ
れ
ま
す
．
当

日
は
、
午
前
十
一
時
、
午

後
二
時
の
二
回
「
安
く
て

お
い
し
い
魚
料
理
」
を
テ

ー
マ
に
調
理
実
習
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
作
品
展
で
は
「
わ

が
家
の
自
慢
料
理
」
「
お

弁
当
」
「
自
由
題
」
の
各

コ
ー
ナ
ー
に
地
元
調
理
師

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
8
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

オ
ガ
サ
カ
ス
キ
ー
9

中
古

三
万
五
千
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

中
古

不
　
明

ブ
ラ
ザ
ー
編
機
．
呂

か
　
く
り
・
…
．
　
付
）

〃

三
万
円

五
歳
女
子
用
自
転
車

〃

三
千
円

ベ
ビ
ー
パ
ス
ヨ
ン
ビ
ラ
ッ
ク

歩
行
器
・
手
お
し
車

〃

一
万
五
千
円

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

〃

一
万
円

ニ
ッ
サ
ン
ブ
ル
ー
バ

ー
ド
　
一
六
〇
〇
㏄

〃

五
万
円

〃

〃

五
千
円

カ
ナ
リ
ヤ
・
文
鳥

弱
五
百
円

〃

〃

一
万
円

エ
レ
ク
ト
ー
ン

〃

一
万
円

子
供
用
自
転
車

〃

不
　
明

焼
物
の
陳
列
だ
な

〃

相
談
で

グ
・
ー
ブ
ニ
・
、
ッ
ト

（
一
チ
ー
ム
分
）

〃

一
個
千
円
で

ピ
　
　
ア
　
　
ノ

〃

十
万
円

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト

〃

二
～
三
千
円

婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
腕
を
ふ
る
っ
た

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
入
場
料
は
無
料
で
す
。

と
き
　
九
月
十
七
日
（
日
）
午
前
九

　
時
～
午
後
四
時

と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
な
お
、
当
日
十
日
町
市
魚
市
場
の

エ
ビ
ス
会
に
よ
る
鮮
魚
の
即
売
コ
ー

ナ
ー
も
開
か
れ
ま
す
。

原
水
禁
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
平
和
運
動
の
た
め
、
尊
い
浄
財
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
八
月
十
一
日
現
在

で
六
十
二
万
七
千
六
百
三
十
二
円
に

な
り
ま
し
た
。
原
子
爆
弾
の
惨
禍
を

こ
う
む
っ
て
か
ら
三
十
三
年
経
遍
し

た
今
も
な
お
、
高
齢
化
し
た
多
く
の

被
爆
者
、
ま
た
被
爆
二
世
の
方
々
が

放
射
能
の
後
遺
症
に
苦
し
み
、
不
安

な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
、
皆
様
か

ら
の
募
金
は
、
広
島
、
長
綺
へ
寄
進

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
原
水
爆
禁
止
十
β
町
市
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
松
井
愛
美

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
四
日
㈲
　
午
前
八
時
～
正

午
ま
で
　
吉
田
山
谷
の
一
部
、
稲
葉

の
一
部
　
▼
九
月
五
日
㈹
　
午
前
九

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
者

参
集
区
域
備
　
　
考

育
児
学
級
並

び
に
4
ヵ
月

児
検
診

9
月
6
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
半

十
日
町
公
民
館

53
年
5
月

生
れ
の
者

域全

つしさだくでいおは方の月当該もてくなが知通人個（

1
歳
6
ヵ
月

児
検
診

9
月
8
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
　
時

十
日
町
公
民
館

52
年
3
月

生
れ
の
者

3
歳
児
検
診

9
月
2
8
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
2
時
半

勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム

50
年
3
月

生
れ
の
者

幼
児
食
実
習

　
並
び
に

育
児
相
談

9
月
1
2
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
2
　
時

十
日
町
公
民
館

52
年
9
月

～
n
月
生

れ
の
者

十
日
町
・

川
治
・
六

箇
・
大
井

田
・
新
座

地
区

離
乳
食
実
習

並
び
に

育
児
相
談

9
月
2
5
日

　
（
月
）

水
沢
出
張
所

生
後
1
2
カ

月
ま
で
の

者

水
沢
地
区

9
月
2
6
日

　
（
火
）

下
条
公
民
館

下
条
地
区

9
月
2
7
日

　
（
水
）

中
条
公
民
館

中
条
地
区

9
月
2
9
日

（
金
）

吉
田
出
張
所

吉
田
地
区

時
～
正
午
ま
で
　
四
日
町
新
田
第
四
、

南
新
田
町
の
一
部
　
▼
九
月
十
二
日

㈹
　
午
前
九
時
～
正
午
ま
で
　
上
新

田
の
一
部
、
岩
野
の
一
部
、
山
際

▼
九
月
十
四
日
困
　
午
前
八
時
～
午

後
一
時
ま
で
北
原
の
一
部
、
市
之

沢
、
嘉
勝
、
轟
木
、
焼
野
、
池
谷
、

入
山
、
新
水
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上

田
原
、
軽
沢
、
魚
之
田
川
、
慶
地
、

宇
田
ケ
沢
、
菅
沼
、
山
新
田
、
小
貫
、

東
枯
木
又
、
西
枯
木
又

…
3
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
二

…
　
　
　
　
魯
5
の
2
0
0
3
番
…

…
1
0
日
　
十
日
町
病
院
（
高
田
町
三
南
）
…

…
　
　
　
　
8
7
の
5
5
6
6
番
…

…
1
5
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
㎜

…
（
敬
老
の
日
）
　
8
2
の
3
2
6
9
番
皿

…
1
7
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
…

…
　
　
　
　
8
2
の
2
5
8
1
番
…
、

…
2
3
日
　
山
ロ
医
院
（
袋
町
中
）
　
㎜

…
（
秋
分
の
日
）
　
8
．
2
の
2
1
7
4
番
…

…
2
4
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
東
）
　
…

…
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番
…

○
：

－
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

　膨磁
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■集発行／十日町市役所（電話（代）7－3111）往｝月25日（1部6円）

　
十
月
一
日
か
ら
年
末
ま
で
の
三
ヵ

月
間
、
民
問
の
自
主
的
な
運
動
と
し

て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
実
施
さ

れ
ま
す
．
こ
の
運
動
は
、
体
の
不
自

由
な
人
、
独
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
恵

ま
れ
な
い
人
達
に
、
お
も
い
や
り
や

た
す
け
あ
い
の
心
を
お
届
け
す
る
も

の
で
す
。

　
経
済
不
況
下
の
折
、
恐
縮
で
す
が
、

ね
た
き
り
老
人
、
長
い
病
床
生
活
者

重
度
心
身
障
害
者
の
た
め
に
応
分
の

寄
付
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
．

　
な
お
、
昨
年
は
目
標
を
上
回
る
五

百
四
十
五
万
四
千
円
余
り
の
善
意
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
つ
ぎ
の
と
お
り

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙

上
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昭
和
五
十
二
年
度
募
金
の
使
い
み
ち

都
市
緑
化
月
間
（
＋
月
幽
日
～
三
＋
剛
日
）

！て奮て
　
　
　
－

汝
R

　
ソ

～
乱

　
■
被
（
要
）
保
護
世
帯
、
長
期
入

院
患
者
、
施
設
入
所
者
等
の
歳
末
慰

問
等
に
…
－
百
五
十
七
万
一
千
七
百

五
十
円
　
8
県
内
民
問
福
祉
施
設
に

…
－
九
十
八
万
七
千
円
　
■
児
童
遊

園
地
、
季
節
保
育
所
に
…
…
九
十
万

四
千
四
百
円
　
■
敬
老
事
業
に
－
：
：

四
十
七
万
六
千
四
百
五
十
円
　
■
寝

具
乾
燥
（
ね
た
き
り
老
人
、
重
度
障

害
者
）
に
－
－
－
四
十
四
万
七
千
五
百

五
十
円
　
■
老
人
ク
ラ
ブ
に
…
：
・
二

　
　
　
　
　
　
十
八
万
三
千
六
百
円

　
　
　
　
　
　
■
へ
き
地
保
育
所
に

ソ　
く
匁

声
す

の
　
）

緑豊かな街づくりは

　1本の植樹からはじまります

…
：
二
十
八
万
三
千

円
　
■
身
体
障
害
者

福
祉
事
業
に
－
・
…
二

十
七
万
三
百
円
　
■

身
体
障
害
者
団
体
連

絡
協
議
会
に
…
…
十

八
万
円
　
■
母
子
福

祉
会
に
－
・
…
五
万
円

　
　
共
同
募
金
会
十

日
町
支
会

◆新潟県市町村立小・中学校事務職員採用試験

◆新潟県職員採用中級（生活改良普及員）試験

●試験日……11月5日（日〉

●試験地
　　《小・中学校事務職員》　新潟市・長岡市・上越市・

　　新発田市・佐和田町

　　　（希望の試験地で受験できます。）

　　《中級（生活改良普及員）》　新潟市

●受付期間……9月25日（月）から10月16日・（月）まで

　　米郵送の場合は10月16日の消印のあるものまで有効

●受験資格

　　《小・中学校事務職員》昭和30年4月2日から36年

　　4月1日主でに生まれた人（学歴不問）

　　《中級（生活改良普及員）》　昭和27年4月2日から34

　　年4月1日までに生まれた人で、生活改良普及員の

　　資格取得者または54年3月31日までに資格取得見込

　　みの人

●採用予定人員

　　《小・中学校事務職員》　若干名（十日町地域で）

　　《中級（生活改良普及員）》　1名程度

●詳細は…十日町市教育委員会学校教育課（87－3111内

　線272）

　新潟県人事委員会　〒951新潟市一番堀通町県庁分館

　　　　　　　　　内（80252姻5511内線3579～3582）

小
規
模
業
者
の
た
め
の

設
備
貸
与
制
度
申
込
受
付
中

　
新
潟
県
中
小
企
業
振
興
公
社
で
は

小
規
模
企
業
者
が
導
入
を
希
望
す
る

機
械
設
備
を
、
メ
ー
カ
：
、
ま
た
は

そ
の
代
理
店
か
ら
公
社
が
申
込
者
に

代
わ
っ
て
購
入
し
、
そ
れ
を
長
期
か

つ
低
利
の
割
賦
に
よ
り
譲
渡
す
る
設

備
貸
与
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
．

　
今
年
度
は
、
例
年
よ
り
も
公
社
の

貸
与
事
業
費
が
増
え
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
い
ま
の
と
こ
ろ
か
な
り
の
余

裕
が
あ
り
ま
す
．

　
ご
希
望
の
方
は
、
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
、
市
商
工
課
（
8
七
－
三

一
一
一
内
線
二
四
三
）
ま
た
は
、
直

接
（
財
）
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
設
備
貸
与
班
《
8
新
潟
（
〇
二

五
二
）
二
二
I
O
O
二
五
》
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
設
備
貸
与
制
度
の
概
要
は
、
七
月

十
日
付
市
報
と
お
か
ま
ち
を
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。
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